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 第 3 章「幼少期の経験が泣き声に対する反応に与える影響」では，2 つの研究を取










 第 4 章「泣き声に対する反応における自己制御機能の役割」では，研究を 2 つ取り
上げた。研究 3（大学生 66 名）として，乳児の泣き声への共感感情に，認知的負荷が
与える影響を検討した。その結果，負荷によって泣き声に対する共感的関心が低下す
ること，その低下が媒介となって，泣き声に対する世話意図を低下させることを示し
た。研究 4（母親 55 名）として，泣き声に対する行動・自律神経系の反応に自己制御
が果たす役割を検討するため，認知的負荷を操作する課題中に参加者の重心移動と心
拍を計測した結果，認知的負荷が高い状況では乳児の音声刺激に対して接近し，心拍
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が上昇することが示された。  
 第 5 章「泣き声に対する反応における情動生起機能の役割」では，2 つの研究を取










 第 6 章「泣き声に対する反応と乳児の気質発達との関連」では，2 つの研究を取り
上げた。研究 7（母親 235 名）では，乳児の泣き声に対する態度を測定する Infant 
Crying Questionnaire (Haltigan et al., 2012) の日本語版を作成した。はじめに確認的因
子分析を通して原版で想定された因子構造を確認し，気質特性等との関連性の有する
原版と同様の概念を測定する尺度であることを確認した。研究 8（母親 213 名）で
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第 5 章では，研究 5 と研究 6 を通じて，身体の前傾姿勢は，個人特性としての衝
動性と正に相関すること，そうした接近的行動は個人のオキシトシンレベル（唾液か






 第 6 章では，これまでの議論を踏まえて，ICQ（Infant Crying Questionnaire）日本














(2) 受け手の多様性を踏まえた新たな心理学的モデルの考案  





和 2 年 2 月 10 日，論文内容とそれに関連した試問を行った結果，合格と認めた。  
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表
に際しては，（期間未定）当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとするこ
とを認める。  
 
 
 
 
 
 
